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平成２６年度 事 業 報 告

（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

第１ はじめに

県内のシルバー人材センター事業（以下「シルバー事業」という。）の運営を取り巻く財政環境

は、国及び自治体からの事業運営に係る補助金については平成２５年度と同額が確保されたもの

の、平成２２年度からの３年連続の補助金の減額や公益法人としての予算執行に係る制約等によ

り、厳しい状況が続いている。

また、平成２６年度のシルバー人材センター（以下「センター」という。）の受注環境は、大

手企業の賃上げや雇用情勢の改善等により受注事業量が下げ止まりとなる中で、消費税率アップ

の反動などにより景気回復は広がりを欠き、受注事業量の本格的な回復（増加）が見られず年度

を通じてほぼ横ばいで推移した。

こうした中で、（公社）石川県シルバー人材センター連合会（以下「連合会」という。）は、

本格的な少子高齢社会にあって、高齢者がその有する経験と能力に応じて地域で活躍する場とし

てのシルバー事業の振興を目指して、国・県及び市・町等の関係機関の理解と支援を受けながら、

県内１８センターと一体となって積極的な事業運営に取り組んできた。

事業の実施に当たっては、「公益法人として地域の信頼とニーズに応えられる事業の展開」「就

業機会の確保と適正就業の推進」「安全就業の確保・徹底と事故防止」に努めるとともに、受託

事業のシニアワークプログラム地域事業の積極的な実施に努めた。

このうち、就業形態の多様化に伴う適正就業の推進については、各センターにおける自主点検

に加えて、労働局による指導を受けて請負・委託事業の見直し・改善を進め、それに伴い一般労

働者派遣事業への取り組みに進展が見られるところとなっている。

会員については、積極的な拡大に努めたものの、民間企業における６５歳までの継続雇用制度

の普及等による入会者の減少と高齢会員の退会などから、会員数の減少傾向に歯止めがかからな

いところとなっている。

安全就業の確保については、センターと一丸になって会員意識の徹底と事故防止に取り組んだ

ものの、傷害事故件数は前年度比で増加となった。引き続き実効ある取り組みが求められるとこ

ろとなった。

以下、平成２６年度の事業状況等は次のとおりである。



- 2 -

第２ 法人の概要（平成２７年３月３１日現在）

１ 設立年月日

平成１０年９月２日（平成２４年４月１日 公益社団法人に移行）

２ 会員の状況

（表－１）

平成２６年度 平成２５年度 増 減 備 考

正 会 員
18 18 0

(センター)

賛 助 会 員
38 38 0 市町、及び経済団体等

(会 員)

セ ン タ ー
9,794 9,878 △ 84

会員数(人)

男 性 6,125 6,268 △ 143

女 性 3,669 3,610 59

３ 事業実績

（表－２）

平成２６年度 平成２５年度 増 減 備 考

契 約 件 数
73,355 72,264 1,091

(件)

契 約 金 額
3,675,850 3,637,922 37,928

(千円)

公 共 1,085,371 1,066,355 19,016

民 間 1,989,194 1,973,784 15,410

家 庭 601,285 597,783 3,502

就業実人員
8,897 8,753 144

(人)

就 業 率
90.8 88.6 2.2

(会 員)

就業延人員
845,557 848,635 △ 3,078

(人 日)
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第３ 事業の実施状況

〈シルバー人材センター事業〉

１ 普及啓発事業

シルバー人材センターの理念や事業について、広く県民各層の理解と認識を得て事業の活

性化に資するため、普及啓発活動を実施した。

(1) 機関誌「シルバー連合いしかわ」の発行（ 800部、２回）

(2) 普及啓発のためのポスター、パンフレット等の作成配布

普及啓発用ポスター、パンフレット及びのぼり旗については、会員募集と一般県民に対

するシルバー事業の周知を目的にしたものとを作成・配布した。

◇ 会員加入促進用ポスター・パンフレット、のぼり旗等

ポスター「会員募集中」及び「女性会員募集」 各500部

パンフレット「会員募集」 3,500部、のぼり旗「会員募集」 100枚

◇ シルバー事業周知用卓上のぼり旗

「仕事募集中」 600本

(3) 普及啓発促進月間（10月）及び「シルバーの日」を中心とした啓発活動

10月18日(土)を「シルバーの日」と定め、地域の実情に応じた美化活動及び街頭宣伝活

動等を通じ、県民に対してシルバー事業の普及啓発に努めた｡

◇ 「会員募集」の懸垂幕のぼり旗を掲示（10月、連合会・各センター）

◇ 「活かそうシルバーパワー」の新聞公告による広域的広報の実施（10月10日「北國新

聞朝刊」及び「北陸中日新聞朝刊」）

◇ 公共施設等の美化活動（29か所）、街頭での啓発資材配布（10か所）等の広報活動

◇ センターへの活動支援用品として「会員拡大用ポケットティシュ（ 22,000個）、

同紙風船（ 2,000個）」作成、配布

◇ センターの実施計画を県政記者クラブへ情報提供（９月30日）

(4) 地域誌、経済団体広報誌等による広域的広報の実施

地域誌「65歳からの住まい選び(北國書籍)」会員・仕事募集公告 １頁

生涯学習誌「県民大学校講座案内(石川県教育委員会)」会員・仕事募集公告 各１頁

経済団体広報誌「県中小企業団体中央会広報誌」仕事募集 ５回

(5) 会員拡大及び就業機会拡大に係る広域的広報として、ラジオＣＭの実施（１月～３月

北陸放送ラジオ）

(6) ホームページを活用した周知・広報

ＳＰ講座講習日程や各種イベント情報など、ホームページによる一般の利用者への情報

提供に努めた。
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(7) 全シ協が発行する「シルバー人材センター(月刊)」の購入・配布

毎月６７部を購入し、関係機関へ配布した。

(8) センター未設置地域の解消

シルバー事業を全県下で展開するため、センター未設置地域の解消に向けて未設置町に

対し要請を行い調整に努めた。（２月５日、要請）

(9) 行政機関等への要請

シルバー事業について、一層の理解と支援を得るため、石川県知事、石川労働局長に対

し要請活動を行った。さらに、石川県市長会、石川県町長会等に対しても要請を行った。

２ 安全・適正就業対策推進事業

会員の「安全・適正就業」の徹底を最重要課題とし、事故撲滅を目指し、安全・適正就業

研修、パトロール、各センターにおける研修会の支援、適正就業に係る指導等を実施した。

(1) 安全・適正就業推進委員の配置及び安全・適正就業推進専門委員会の開催

(2) 安全就業等の啓発資材の作成、配布

◇ のぼり旗「安全適正就業」100枚、タペストリー「会員作業中」228枚

◇ 全センター会員向事故防止啓発冊子を購入・配布「安全就業チェックポイント」

12,000部

(3) 安全・適正就業強化月間の設定（７月）

◇ 安全・適正就業の懸垂幕及びのぼり旗を掲示（７月、連合会・各センター）

◇ 安全・適正就業パトロールの実施（５センター、10か所）

◇ 安全・適正就業に関する標語募集（応募数 ８５点）

◇ 安全・適正就業推進大会の開催（７月４日、金沢市 110人）

(4) 事故状況の把握・分析、事故防止意識の徹底、情報提供

会員向「健康・安全ニュース」（ 2,000部１回、3,000部１回、4,000部１回）

(5) 労働衛生コンサルタント医師による健康教育研修の実施及び健康情報の提供

◇ 講演会（２回） ７月４日、金沢市「働くシルバー世代の健康管理」

１月29日、金沢市「ストレスチェックとストレスコーピング」

◇ 職員研修 12月10日、連合会「労働安全衛生のエッセンス」

◇ 健康情報提供 「シルバー連合いしかわ」２回

（表－３） （単位：件）

平成26年度 平成25年度 増 減 備 考

就 業 中 73 60 13

途 上 4 4 0

合 計 77 64 13
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(6) 就業形態が多様化する中で、就業実態に応じた請負・委任、又は一般労働者派遣による

契約の明確化により会員の適正就業を確保するため、石川労働局による定期指導に同行・

立会しセンターに対する労働関係法令等の遵守した事業運営に係る個別指導・援助を実施

した。（３センター、４就業先）

(7) 石川労働局の指導を得て、適正就業に係る研修の実施、適正就業の推進

３ 就業開拓等事業

多様化する地域のニーズや会員の就業ニーズに対応するため、新たな就業分野の開拓、拡

大、情報の収集等に努めた。

(1) 就業開拓推進員の配置

(2) 企業情報の収集・提供

(3) 広域的な就業開拓と需給調整等

(4) 就業開拓用リーフレット等の作成・配布

(5) 全国シルバー人材センター事業協会（以下「全シ協」という。）、北信越シルバー人材

センター連絡協議会（以下「北シ協」という。）主催の各種事業への参加、情報収集・提

供

４ 交流研修事業

シルバー事業の活性化と適正な運営を確保するため、連合会及びセンターの役職員を対象

とする研修会を開催するとともに、関係機関主催の研修会等へ参加した。

(1) 公益法人（経理事務）研修会の実施（２月９日、金沢市）

(2) 理事長会議の開催 （11月18日、金沢市）

(3) 事務局長・業務担当等各種研修会の実施

（事務局長:６月19日･10月７日･１月29日 金沢市、業務担当:９月11日 金沢市）

(4) 会員の獲得等センター基盤拡大に係る役職員視察研修会の実施

（12月16日、七尾市センター）

(5) 全シ協が実施する「新任理事長研修」及び「新任事務局長研修」の受講をセンターに勧

奨（新任理事長研修 １人、新任事務局長研修 ４人）

(6) 全シ協、北シ協主催の各種事業への参加

◇ 全シ協:４月18日・8月５日・20日・12月18日 都内

◇ 北シ協:７月10日 新潟市、11月20日 新発田市
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５ 調査研究事業

センター事業の現状、課題等を把握し、事業の充実と推進を図るため、情報の収集、提供

等を行った。

(1) 「シルバー人材センター事業概要」の作成、配布（ 350部）

(2) 各種統計の集計・分析

(3) 企業情報・資料の収集・提供

(4) 全シ協、北シ協主催の各種会議、研究会における研究、検討

６ 指導相談事業

全シ協のセンター個別指導事業（委託を受けて連合会が実施）及び、石川労働局の経理事

務指導、並びに県公益認定等審議会事務局（労働企画課）法人監査に併せ、各センターの事

業運営、経理事務等について事後指導、助言を行った。

(1) 全シ協指導事業計画による個別指導の実施

◇ 金沢市、野々市市、能登町、志賀町、内灘町、穴水町 計６センター

(2) 石川労働局及び県公益認定等審議会事務局監査の事後指導

(3) 新公益法人の運営に関する研修会の開催、情報提供（再掲）

(4) 全シ協による連合会個別指導（10月16日～17日）

７ センター事業の連携支援事業

今後ニーズの増加が予想される介護や、技能を有する会員が減少している造園等の分野へ

の取り組みを強化するため、センターの研修事業を支援した。

(1) 各種研修会のセンターとの共同実施

（表－４） （単位：回、センター、人）

研 修 名 実施回数 参加センター 修了会員 備 考

造 園 1 1 60 剪定鋏基本操作

刈払機取扱作業 11 13 98 安全衛生教育

ハウスクリーニング 1 1 20

介護補助者技術習得 1 1 23

合 計 14 16 201

(2) 関係機関との連携・情報収集、担当者会議の開催による情報提供

８ 地域ニーズ対応事業（旧企画提案方式事業）

地域のニーズに応じた各種事業を地元自治体との連携により行うことで、地域の活性化と

センターの事業拡大の助言を行った。
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（事業実施状況）

平成26年度～28年度 ４センター、４事業（金沢市、小松市、羽咋市、能登町）

平成25年度～27年度 ２センター、２事業（金沢市、小松市）

平成24年度～26年度 ２センター、２事業（金沢市、七尾市）

９ 職業紹介事業

職業紹介事業の的確な実施に努めるとともに、実施事業所責任者等会議の開催、石川労働

局・全シ協等との連絡調整による情報の共有、職業紹介責任者及び紹介従事者に対して、職

業紹介責任者講習の受講勧奨を行った。 ※石川労働局届出受理 平成26年８月１日

(1) 石川労働局の指導を得て、職業紹介事業実施事業所責任者等対象に業務処理に係る研

修を実施（９月11日、金沢市）

(2) 職業紹介責任者講習受講勧奨（受講者 ４センター、 ４人）

（表－５）

有 料 職 業 紹 介 事 業

求 人 求 職 就 職

事業所数 求人件数 求職申込件数 就職件数 就職延件数

延 7 事業所 9 人 9 件 9 件 225 人日

無 料 職 業 紹 介 事 業

求 人 求 職 就 職

事業所数 求人件数 求職申込件数 就職件数 就職延件数

延 3 事業所 18 人 22 件 22 件 540 人日

10 一般労働者派遣事業

平成17年３月１日付けで国に届出、受理された一般労働者派遣事業は、27年３月末現在で、

18事業所(センター)で、契約件数 4,533件、就業延人員 136,320人日となった。

◇ 派遣元責任者講習受講勧奨（受講者 ７センター、 ７人）

（表－６）

平成２６年度 平成２５年度 増 減 備 考

契 約 件 数
4,533 3,934 599

(件)

契 約 金 額
682,217 583,839 98,378

(千円)

就業延人員
136,320 119,096 17,224

(人 日)
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11 シニアワークプログラム地域事業（受託事業）

平成19年度から委託の方法が企画競争方式に変更されたが、企画書審査の結果、26年度も

受託することができ、センター、関係機関、事業主団体等の協力を得て、55歳以上の求職者

を対象に各種講習会を実施し、高齢者の雇用・就業につなげた。

(1) 啓発・情報提供事業

① 各種広報媒体による啓発、広報

◇ 新聞、折込チラシ、市町広報、商工会議所等広報誌掲載

② 情報提供

◇ リーフレットの作成、配布

◇ ホームページ等による情報提供

(2) 技能講習会

フォークリフト講習以下各種技能講習を36回開催受講者数 553名（定員 618名）

(3) 管理選考会（職業紹介：平成27年３月31日現在）

技能講習会修了者を対象に管理選考会を32回開催して、雇用・就業の促進を図った。

◇ 企業ニーズ調査 645社

◇ 参加企業 122社（求人件数 539件、求人数 1,258人）

◇ 求職者数 458人、就職者数 180人

◇ 訪問企業数 1,916社

(4) シニアワークプログラム地域事業推進連絡会議の実施〔連合会主催〕

（表－７）

会議の名称 開催年月日(場所) 概 要

平成26年７月９日
景況動向、求人・求職状況などの情報交換

第１回会議 金沢市
ものづくり会館

出席者：学識経験者、石川労働局、

平成26年12月12日 石川県、公共職業安定所、

第２回会議 石川県 金沢市、各種経済団体等
女性センター

12 中長期計画の策定

少子高齢化が急速に進展する中で、地域ニーズに沿った就業開発・開拓、会員の事業への参

加促進などについての将来に向けた、中期的なシルバー事業の基本目標とその戦略を策定した。

◇ 計 画 名 石川県シルバー人材センター連合会事業推進計画

◇ 計画期間 平成27年度～31年度

◇ 目標最終年度値 会員数 10,800人、受注件数 74,900件、契約金額 3,800,000千円

◇ 策定時期 平成27年３月25日
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〈法人事業〉

１ 公益法人制度への対応

公益社団法人として円滑な事務ができるよう、石川県公益認定等審議会事務局との連絡調

整を図るとともに、公認会計士等の外部専門家等の指導・助言を得ながら、センターにおけ

る事務作業の支援を行う。

(1) 公益法人（経理事務）研修会の実施（再掲）（２月９日、金沢市）

開催年月日(場所) 平成27年２月９日（金沢市 石川県女性センター）

◇ 「公益社団法人の運営について」 石川県労働企画課専門員渡辺裕輝子氏

◇ 「公益社団法人の経理処理について」 公認会計士池水龍一氏

２ 総会及び会議の開催状況

〔定款に基づく会議等〕

会議の名称 開催年月日(場所) 内容（決議事項のみ抜粋）

監 事 監 査 平成26年５月７日 平成25年度における会計及び業務の監査

（連合会）

第１回 平成26年５月14日 ◇平成25年度収支補正予算について

定時理事会 ◇平成25年度事業報告及び収支決算について

県母子福祉 ◇平成26年度定時総会の開催及び提出議題について

センター ◇センター事業関係功労者表彰について

定 時 総 会 平成26年５月29日 平成25年度事業報告及び収支決算について

（ホテル金沢）

臨時理事会 平成26年７月30日 ◇従たる事務所の移転について

（県女性センター） ◇各事業推進専門委員会委員の選任について

臨時理事会 平成26年９月30日 印章規程の一部変更について

（書 面）

臨時理事会 平成26年11月18日 平成26年度収支補正予算について

（県女性センター）

第２回 平成27年３月25日 ◇平成26年度収支補正予算について

定時理事会 （県女性センター） ◇事業推進計画（仮称）の策定について

◇平成２７年度事業計画について

◇平成２７年度収支予算について

◇特定費用準備資金の積立てについて

◇就業規則の一部改正について

◇育児・介護休業等に関する規程の制定について

◇セクシュアルハラスメントの防止に関する規程の制定

について
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〔その他主催会議等〕

会議の名称 開催年月日(場所) 内 容

平成26年11月18日 ◇公益社団法人のコンプライアンスについて

理事長会議 ◇シルバー人材センター事業のあり方検討会報告（第１

（県女性センター） 次、２次、３次）について

◇意見交換等

第１回 平成26年６月19日 ◇石川労働局からの指示、説明

事務局長会議 ◇「都道府県連合会事務局長会議」の伝達

（県女性センター） 及び「センター支援事業」等について

※「適正就業の徹底、及び有料職業紹介事業の実施について」

の研修と同時開催

第２回 平成26年10月７日 ◇石川労働局からの指示、説明

事務局長会議 ◇｢都道府県連合会事務局長会議」の伝達及び「安全・適

金沢市もの 正就業の徹底」「中長期計画の策定」「センター理事長

づくり会館 会議の開催」等について

第３回 平成27年１月29日 ◇石川労働局及び石川県からの指示、説明

事務局長会議 ◇｢都道府県連合会事務局長会議」の伝達

（県トラック会館） 及び「安全・適正就業の徹底」等について

※労働安全衛生研修「ストレスチェックとストレスコーピング｣

(講師：産業医池田裕也氏)と同時開催

第１回 普及啓 平成26年９月25日 ◇委員長及び副委員長の互選について

発推進専門委員 ◇中長期計画(事業推進計画)の策定(前計画の達成状況、

会「中長期計画 (県女性センター) 基本計画の骨子案・策定時期・項目案、センター基本

策定」委員会 調査等)について

第２回 普及啓 平成26年10月29日 ◇中長期計画(事業推進計画)の検討項目案について

発推進専門委員

会「中長期計画 (県女性センター)

策定」委員会

第３回 普及啓 平成26年12月９日 ◇中長期計画(事業推進計画)の素案について

発推進専門委員

会「中長期計画 (県女性センター)

策定」委員会

第４回 普及啓 平成27年１月27日 ◇事業推進計画(仮称)案について

発推進専門委員

会「中長期計画 (県女性センター)

策定」委員会

普及啓発、就業 平成26年11月５日 ◇委員長及び副委員長の互選について

開拓、交流研修、 ※除く普及啓発推進専門委員会委員長及び副委員長

及び安全・適正 (県女性センター) ◇平成26年度各種事業の実施状況について

就業専門委員会 ◇センター要望(アンケート)事項集計結果について
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会議の名称 開催年月日(場所) 内 容

普及啓発推進 平成27年１月27日 ◇平成26年度事業の実施状況について

専門委員会 （県女性センター） ◇平成27年度の活動計画について

就業開拓推進 平成27年２月26日 ◇平成26年度事業の実施状況について

専門委員会 （連合会） ◇平成27年度の活動計画について

交流研修、及び 平成27年２月27日 ◇平成26年度事業の実施状況について

安全・適正就業 ◇平成27年度の活動計画について

専門委員会 (連合会)

役職員視察研 平成26年12月16日 ◇独自事業の企画・展開及び運営状況について

修 （七尾市センター外）◇子供と高齢者の交流サロンについて

公益社団法人 平成27年２月９日 ◇「公益社団法人の運営について」

(経理事務)研修 (石川県労働企画課専門員 渡辺裕輝子 氏)

（県女性センター） ◇「公益社団法人の経理処理について」

(公認会計士 池水龍一 氏)

安全・適正就 平成26年７月４日 ◇安全就業講演「働くシルバー世代の健康管理」

業推進大会 (講師：産業医 池田裕也 氏)

金沢市もの ◇安全就業標語入選者表彰

づくり会館 ◇安全就業宣言

〔他機関主催会議・研修会への出席〕

会議の名称 開催年月日 内 容

厚生労働省 平成26年５月20日 シニアワークプログラム地域事業連絡会議

(石川労働局)

平成26年７月16日 ◇第１回石川高齢者就業促進連絡会議

◇第１回シニアワークプログラム地域事業検討推進委員

会

平成26年９月26日 シニアワークプログラム地域事業連絡会議

平成27年２月17日 ◇第２回石川高齢者就業促進連絡会議

◇第２回シニアワークプログラム地域事業検討推進委員

会

平成27年３月12日 ◇石川高年齢者就業促進連絡会議

◇第３回シニアワークプログラム地域事業検討推進委員

会
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会議の名称 開催年月日 内 容

全 シ 協 平成26年４月18日 第１回いきいきフォーラム

平成26年５月30日 第１回都道府県連合事務局長会議

平成26年６月26日 定時総会

平成26年７月24日 シルバー派遣事業実務担当者研修

平成26年８月５日 生涯現役社会活躍応援事業実務担当者会議

平成26年８月20日 第２回いきいきフォーラム

平成26年９月３-４日 新任事務局長研修

平成26年９月12日 第２回都道府県連合事務局長会議

平成26年11月12日 福祉・家事援助サービス担当者会議

平成26年11月26日 安全・適正就業指導員会議

平成26年12月18日 第３回いきいきフォーラム

平成27年１月15日 第３回都道府県連合事務局長会議

平成27年２月19日 都道府県連合会長会議

北 シ 協 平成26年５月22日 監査会、役員・事務局長合同会議、事務局長

平成26年７月10日 定期総会、役職員合同研修

平成26年11月20日 センター職員研修会・経験交流会

平成27年２月12日 事務局長会議

平成26年度事業報告書には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第34条

第３号に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」はありません。


